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ご使用になる前に

ブースターは信号を増幅する機能上、正しく取り付けないと、自分の家やご近
所のテレビの映りが悪くなることがあります。

●入力端子・出力端子の配線は、取扱説明書に従い確実に行なってください。
●入力側と出力側のケーブルは、束ねたりブースターに巻きつけないでください。
●配線は、必ず同軸ケーブルをご使用ください。
●アンテナマストに取り付ける場合、アンテナとブースターの距離を1m以上離し
てください。

ブースターを正しく使用しないとブースター内で増幅された出力信号が、正常にテレビへ
送られなかったり、出力信号の一部が入力側に逆戻りして、発振（妨害電波を発生する
現象）を起こすことがあります。一台のブースターが発振を起こすと、ご近所の数十台、
数百台のテレビの映りが悪くなることがあります。

ブースターは正しくお使いください。

ブースター

＜イメージ＞
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■ブースターとは
ブースターの用途は、分配端子が多く壁面端子レベルが不足する場合や、弱電界地域での受信に効果があります。電波の受信品質が低いために、
ブースターを使用する以前からテレビが映らない受信環境では、ブースターでレベルを増幅してもテレビは映るようにはなりません。
よくある事例で、ブースターを接続しても効果がない、ブースターを接続する前の方がよく映っていた、さらには朝夕で映らないチャンネルが発生
する等も受信品質が低いためにおこります。受信品質を向上させるためには、アンテナの高さや方向を再調整する、または高利得タイプや狭指向性
タイプのアンテナに変更する必要があります。

■ご使用前に知っていただきたいこと
●増幅できる放送は、UHF放送（13～52ch）のみです。ただし、110度CS放送、BS放送信号は通過（パス）します。なお、ケーブルテレビ放送、
FM放送には使用できません。
●FM放送を混合する場合は、増幅部と電源部との間にUHF入力端子側に通電機能をもったUHF･VHF（FM）混合器（市販品）を接続してください。
●屋根の上のマストや板壁等に設置する前に、屋内で電源部と増幅部を、一旦短いケーブルで接続してパイロットランプが点灯することを確認して
いただくようおすすめします。実際に設置したときに、万一パイロットランプが点灯しない場合や映像が映らない等の問題が発生した場合に、対応
がしやすくなります。また、これらの問題が発生しても、機器の故障と判断される前に一旦短いケーブルで接続してパイロットランプが点灯するか
どうか確認してください。なお、ご不明な点は、弊社カスタマーセンターにご相談ください。
●増幅部の望ましい取付場所は、UHFアンテナ直下のマスト（ただし互いに1m以上離してください）、またはアンテナからできるだけ近い壁面に設
置してください。電源部は屋内の水や湯煙がかからない安定した場所（壁面取付可能）で、万一異常が発生した場合でもすぐに電源プラグを抜く
ことができるところに設置してください。
●増幅部と電源部を結ぶ同軸ケーブルには電流が流れます。途中に通電形機器以外は絶対に挿入しないでください。また、途中に通電形機器を挿
入する場合は、通電端子をよく確かめて使用してください。

注意

■カバーの開け方と閉め方

作業終了後、カバーを確実
に閉めてください。

図のように、カバー
下側のウラにあるツ
マミに人差し指をか
けて、つまむとロック
がはずれます。後は
カバーを持ち上げて開けてください。

カバーの開け方

閉めるときは、カバー
下側を｢パチン！｣と
音がするまでしっか
りと押さえ、ロックが
かかったことを確か
めてください。

カバーの閉め方

注意

■F-5接栓（付属品）への同軸ケーブル接続方法
（5C相当ケーブル用）
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（注1）アルミ箔は折り返さないでください（注2）防水キャップはしっかり奥まで差し込んでください

●防水キャップ（付属品）は加工不要です。なお、接栓加工後であっても、
   接続ナットの対辺が12㎜以下であれば、付属の防水キャップを取り付
  けることができます。（周囲が低温時等、ケーブルを通しにくい場合は強
く押し込んでください）

●電波を効率よく伝送するために同軸ケーブルはS-5C-FBをおすすめ
します。
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様●同軸ケーブルの先端加工をする場合、心線、編組に傷をつけますと断線の原因となります。

　また、心線と編組は絶対に接触させないでください。故障の原因となります。
●接栓を取り付けた同軸ケーブルの心線が曲がっていないかよく確かめ、また心線を曲げないように
   接続してください。
●取付後、同軸ケーブルが抜けたりしないようリングをしっかり締め付けてください。
●本体へ接続するときは、端子から接栓がはずれないようにしっかり締め付けてください。
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